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18世紀パリ王立科学アカデミー集会の出席会員分析に向けた 
データ構築と可視化 

 

小風綾乃 1 大向一輝 2 永崎研宣 3 
 

概要：本稿では，18 世紀ヨーロッパで最高水準の科学研究機関であったパリ王立科学アカデミーで開かれた集会に出
席した会員のデータから，同機関の会員制度分析において用いた手法を報告する．会則が制定された 1699 年から活

動が停止された 1793 年までの出席記録は議事録と出席簿に分散しており，いずれも手稿史料でテキストデータ化さ

れていなかった．本稿では，それらのデータ（約 23 万行）を翻刻したのち，会員名簿と対照して会員を特定，SQLite
を使ってデータベースを作成した．分析では，Python の Matplotlib ライブラリによる所属状況・職階別出席状況のデ

ータ分布などの基礎統計分析に加え，Tableau による分野別出席状況の推移分析を行った．この一連のデータ構築は，

これまで先行研究が依拠してきた同アカデミーの会則では述べられなかった職階や分野の実態について明らかにす
ることに大きく貢献した． 
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at the Académie Royale des Sciences de Paris in the 18th Century 
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Abstract: This study presents a method to analyze the membership system of the Académie Royale des Sciences de Paris (1699–
1793), based on its attendance records who attended the meetings held there. The attendance records are scattered among the 
minutes and attendance record books, none of which were text data. In this study, the author transcribed the data during the whole 
period (about 230,000 lines), identified the members by contrasting them with the members’ biographical records, and created a 
database using SQLite. In the phase of analysis, a fundamental statistical analysis such as the distribution of data on attendance by 
class was conducted using the Python Matplotlib library, and the transition of the frequency of presence by domain was analyzed 
using Tableau. This research contributes to clarifying the realities of the classes and domains that have not been mentioned in the 
academy’s regulations. 
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1. はじめに   

本稿では，18 世紀のパリ王立科学アカデミーの集会に出

席した会員のデータから同機関の会員制度を分析した際の

手法について報告する． 
近世ヨーロッパでは，文芸や絵画，建築などを研究・議

論する場としてアカデミーという組織形態が広がった．な

かでも本稿の研究対象であるパリ王立科学アカデミー（以

下，科学アカデミー）は，イギリスのロイヤル・ソサエテ

ィと並び，18 世紀の代表的な科学研究機関であった．科学

アカデミーで週 2 回開かれた集会（以下，定例会）には，

ヨーロッパをはじめ，アメリカや中国など世界各地から科

学に関する情報と人が集まり，科学的主題が議論された． 
科学アカデミーがどのような集団だったかについては，

会員名簿[1]を主な史料としたマクレランの統計分析が参

考になる．マクレランによれば，科学アカデミーで会則が
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制定され，王立組織として安定した運営を開始したとされ

る 1699 年から，フランス革命政府によって活動を一時的

に停止された 1793 年までに科学アカデミーに所属した会

員の総数は 713 名，同時所属人数は平均 153 名であった[2]．
彼はこの 713 名の会員の身分や職業，地理的な広がりにつ

いて分析し，その成果は科学アカデミー史の基礎研究とし

て多くの研究者に参照されてきた． 
しかしマクレランの分析は，所属会員が皆科学アカデミ

ーに等しく関与したという前提に立っており，実態との間

に乖離がある．科学アカデミーには階層的な職階があり，

定例会への出席を義務付けられた常勤の会員もいれば，所

属期間全体で 1 度しか科学アカデミーにアクセスした形跡

がないような会員もいたa[3][4]．両者の身分や職業的背景

を同等に処理して描き出される会員像は，他の職業と両立

させつつ科学アカデミーの活動に勤しんだ多くの会員の社

 
 
 
【 研究報告用原稿：上記*の文字書式「隠し文字」 】 
a ここでの「アクセス」は集会への出席だけでなく、書簡の送付を含む． 
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会的立場や生活を反映した現実的な姿とは言えないだろう． 
そのような現実的な姿を明らかにしようとした例には

スターディの研究が挙げられる．彼は，科学アカデミーの

分野別に所属する会員を取り上げ，豊富な例示によって 17
世紀後半から 18 世紀前半の科学アカデミーの会員集団像

を描き出そうとした[5]．しかし科学アカデミーに集ったの

は分野に所属する会員だけではない．制度上は非常勤とさ

れる会員層でも，後述するように，積極的に出席する会員

もいたのである．科学アカデミー会員の集団像を描き出す

上で，彼らの存在は無視できない． 
そこで本研究では，科学アカデミーで活動した会員集団

のより現実的な姿を明らかにすべく，活動貢献のレベルに

着目してデータを構築し，分析を試みる．活動貢献のレベ

ルには，第一段階として，科学アカデミーの定例会に出席

するという行動があり，第二段階として，そこで研究発表

をするなど，研究上の貢献につながる活動があったと考え

られる．本稿では，このうち第一段階を取り上げ，1699 年

から 1793 年の全期間における会員の出席頻度について統

計的分析を行う．これらの分析を経ることによって，科学

アカデミーという場を共有し，そこで働いた実績のある会

員を絞り込むことが可能になる．そうすれば，より精確な

科学アカデミー会員の集団像を描くことができるであろう． 
しかし出席者に関するデータ数は多いため，情報技術を

用いることなしに分析することは不可能に近い．そこで，

本稿では情報技術を活かした分析手法として，Python のデ

ータ分析向けライブラリである Matplotlib とデータ可視化

ソフト Tableau を用いた．このようなデジタル・ヒストリ

ーの実践にあたっては，手法を説明するだけではなく，歴

史学的な解釈を生み出すことが重要であることから[6]，本

稿では手法の説明だけでなく分析の記述も充実させ，より

再現性を高めた歴史研究の成果とすることを目指した． 

2. データ構築 

2.1 史料の選定 
 はじめに，分析対象とした史料群について説明する．本

研究では，科学アカデミーの議事録と出席簿を用いた． 
議事録 Les Procès-Verbaux des Séances（図 1）は科学アカ

デミーの終身書記(secrétaire perpétuel)の手によって作成さ

れた集会記録で，各集会の日付，出席した会員名，書簡，

会員選挙の結果，著作や発明品の審査依頼と結果，研究発

表等多様な内容について，時には論文や図版を交えながら

記された史料である．その大部分はフランス国立図書館が

運用するデジタル図書館 Gallica でその画像が公開されて

いるが翻刻はされておらず，未公開分は科学アカデミー古

文書館（パリ）で参照しなければならない[7: 61–64]． 

 
b 図 2 からも読み取れるように，出席簿の署名には様々な筆跡が混在して

おり，会員の自署であった可能性は高いと考えられる．しかし，同一筆跡

の同一名が二度現れることも稀に存在し，代筆の可能性を否定することは

 

図 1 1724 年議事録の出席会員欄の抜粋 

Figure 1 Sample Page of Procès-Verbaux (1724) 

出席簿 Registres de Présence（図 2）は，科学アカデミー

古文書館が所蔵する Cotés 1B の一部を用いた．出席簿はコ

ン ド ル セ (Marie-Jean-Antoine-Nicolas Caritat, marquis de 
Condorcet, 1743–1794)が終身書記を引き継いだ 1776 年 8 月

以降のものが残存し，原則として会員の自署が並ぶb[8]．議
事録の出席記録が終身書記による転写であるのに対し，出

席簿は会員の自署であることから，少なくとも 1776 年 8 月

以降の記録は出席簿を原本とみなして差し支えないだろう． 

 

図 2 出席簿の抜粋 

Figure 2 Sample Page of Registres de Présence 

以上から，本研究では 1699 年 1 月から 1776 年 7 月まで

の史料として議事録の出席記載箇所を用い，1776 年 8 月か

ら 1793 年 8 月までの史料として出席簿を用いた．抽出し

た内容は，両史料ともに，集会の日付，曜日，会員の職階，

会員名である． 
これらの出席記録が示すのは，科学アカデミーの議論の

場に活動的に参加できた会員は誰かという指標である．限

定的ではあるが，出席は所属分野的特質や科学アカデミー

外での仕事に関係なく会員の活動を平準化できる唯一の指

できない．自署かどうか確認するためには，会員らが自ら記した他の史料

と筆跡を照合する必要がある． 
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標であると言える．以下に述べるような史料上の限界を有

しつつも，大半の会員の行動履歴を追うことのできる出席

記録は，科学アカデミー会員という生き方や表象を検討す

る上で，有益な数値を提供する基礎史料となり得る． 
出席記録史料の限界は次のようなものである．この史料

はある集会に出席した会員の職階と名前を記したものであ

るが，会員名は姓のみが記された場合が多い．そのため，

会員名簿と照らし合わせたとしても，出席した会員を同定

できない場合がある．なぜなら，親子や兄弟で同時期に同

職階で所属した例が散見されるためである．そのため，複

数の候補がある場合は分析の対象から外し，曖昧なグルー

プとして別個抽出できるようにした． 
さらに出席記録からは，ある会員が「出席した」ことし

か確認できないことに留意したい．通信会員や非会員は出

席記録に記載されず，会員も記録から漏れている可能性が

ある．よって欠席したことは証明できないのである．また，

出席したからといって会員が科学アカデミーに貢献したと

考えることは早計である．本稿では対象外とするが，皆勤

していても研究発表を行わない会員もいれば，稀にしか出

席せずとも研究上の貢献は大きな会員もいた．非会員の訪

問歴や会員の貢献度については，議事録の記載内容を網羅

的に調査する必要があるc． 
2.2 史料テキストの翻刻 
 基礎データの作成過程について述べる．まずは，出席記

録史料の署名欄の記述を手動で翻刻した．具体的には，集

会の日付，曜日，会員の職階，会員名を抽出し，CSV 形式

で翻刻データを保存した． 
 その後会員名簿と照合し，会員の同定作業を行なった．

会員名簿は簡易版であれば科学アカデミーのホームページ

[10]で閲覧できるが，血縁関係など詳細な情報は紙媒体の

名簿[1]を参照する必要がある．そのため同定作業も人力で

行わざるを得なかった．ただし，目視による確認漏れを防

ぐために，名簿のスキャンと OCR 処理を行い，テキスト検

索できるようにした．同定作業のなかで，史料の職階と名

簿の職階が異なる場合が散見されたため，会員の姓名と共

に，名簿に記載の職階を上述の CSV ファイルに追記した． 
 この同定作業によって，2 点の問題が浮き彫りになった．

1 点目は，すでに述べたように複数の候補から絞り込めな

い場合の処理である．多くの場合，同姓会員が同職階に属

する時期には「父」や「息子」，「弟」等の続柄やイニシャ

ルが記載されていることから同定できる場合が多いが，ど

ちらかが稀にしか出席しない場合や，片方が古参会員扱い

になっている場合には，区別がつかないことがあった．こ

のように同定できない場合には，姓名記載欄には「曖昧_

 
c 議事録ではないものの，議事録を基に編集された『論文集』を史料とし

て会員の貢献について統計的に調査した研究は[9]を参照．ただし『論文

集』には，非会員の論文が掲載されていないなど，当該年に定例会や公開

集会で発表された研究を網羅はしていないことに注意が必要である． 

（姓）」と表記し，備考欄に候補となる会員の姓名を記した． 
 2 点目は，会員名簿に記載がない会員の存在である．7 名

を会員名簿上で確認できなかった．これらの会員について

は，現在確認作業を進めている． 
2.3 データの作成 

以上のような問題が表出したものの，作成した CSV ファ

イルのデータ数は 325 万件（23.2 万行×14 列），記録から

特定できた会員数は 315 名にのぼったd．ヘッダーは，A 列

から順に「依拠した史料の略称」「集会日」「年」「曜日」「会

議種別」「史料に記載された職階」「データの正確性」「（同

定作業後の）会員氏名」「所属状況」「職階」「職階（サブ）」

「領域」「分野」「備考」とした．説明を要すると思われる

項目を補足する．「依拠した史料の略称」は，議事録を「PV」，

出席簿を「1B」と表記した．「会議種別」には，「定例会」

(Assemblée ordinaire），「公開集会」(Assemblée publique)，「サ

ン・ルイの集会」(Assemblée de St-Louis)があり，それぞれ，

AO，AP，ASL と表記した．「史料上の職階」は，すでに述

べた通り，名簿に書かれた職階と史料上の分類における職

階が異なる場合があったためデータとして残した．「データ

の正確性」の列には，会員を一意に特定できる場合には 0
を，複数人の候補がいるか，会員名簿から特定できない場

合には 1 を，文字を解読できない場合には 2 を入力した． 

 
図 3 会員制度（所属状況および職階） 

Figure 3 Membership System (Affiliation and Class) 
「所属状況」以下の項目は，科学アカデミーの会員制度

を基に構成した．科学アカデミーには階層的な会員制度が

あったが，実態はより複雑である．「所属状況」と「職階」

および「職階（サブ）」については図 3 のように表せる． 
まず「所属状況」について，会員がある階層に属すとき，

d 出席記録に記述されうる職階にあった会員数は，後述する通信会員を除

いた 352 名である[2]． 
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その会員は定数会員，定数外会員(surnuméraire)，古参会員

(vétéran)のいずれかであった．定数会員を「正会員」とみな

すことには疑問の余地がないが，定数外会員，古参会員に

ついては慎重に判断する必要がある．定数外会員には，定

数会員の席を科学アカデミー内で開かれた選挙で争い，僅

差で敗れた者が任命されることがあった．定数会員と同様

に出席に記録されるが，彼らがどのような立場を享受した

かを調べた研究は管見によると存在しない．古参会員は健

康上の不安や長期遠征などが理由で長期間科学アカデミー

の活動に参加できない場合に会員自身が申請し，王の承認

を経て任命される立場である．一部の古参会員は定数会員

と同様に科学アカデミーでの活動への見返りとして王権か

ら与えられる年金を受け取ることができた[11]．出席記録

は職階ごとに記録されるため，史料上では定数会員，定数

外会員，古参会員を見分けることができない．しかし，定

数会員はもちろん，定数外会員，古参会員の活動実態を明

らかにする上で三者を区別することは重要である．本研究

では，会員名簿との照合作業によって三者を区別した． 
「職階」は，科学アカデミー史において会員構造として

広く認められる分類である．それぞれの職務や定数につい

て詳しくは関連文献に譲るが，科学アカデミーにおいて研

究義務を持たず，庇護者としての役割を担った名誉会員

(honoraire)と，研究義務を有する年金会員(pensionnaire)，准

会員(associé)，見習い会員(élève)および助会員(adjoint)の職

階があった．このうち見習い会員は，名称が侮蔑的という

理由で 1716 年の会則改定時に助会員に改称された[4]．そ

のため，以下「助会員」は見習い会員と助会員の総称とし

て用いる．科学アカデミーの職階には，この他に通信会員

(correspondant)があったが，通信会員はパリに居住する会員

と書簡をやり取りすることで科学アカデミーの活動に参加

していたため，出席記録の中には記載されないe．そのため

図 3 からは除外されている． 
次に「職階（サブ）」は，職階別に見ていく必要がある．

名誉会員には下位分類は存在しない．年金会員，准会員，

助会員には，それぞれ後述する分野に所属する会員と，分

野に所属しない会員がいた．年金会員からは，終身書記

(secréraire perpétuel)と終身出納役(trésorier perpétuel)という

役職に各 1 名が任命され，同 2 名は所属分野を持たなかっ

た．准会員には，自由准会員(associé libre)と外国人准会員

(associé étranger)という分野非所属の職階があった．自由准

会員は，1699 年時点では，複数分野にまたがる知識を有す

る者が任命される職階であった[12: art. V]．とはいえ，名誉

会員と分野所属の会員はフランス王国の臣民であることが

会則に明記されたため，この自由准会員の職階は実質的に

は外国人のために開かれていた．1716 年会則によってそれ

 
e 通信会員が科学アカデミーを訪れた際は，発表者として議事録に記録さ

れた．発表者は議事録本文から抽出できるが，本稿では対象としない． 
f 分野名の訳語は隠岐に拠る[13: 290]． 

までの自由准会員は外国人准会員と改称され，新たにフラ

ンス王国の臣民に向けて自由准会員の枠が創設された[4]．
これにより，1716 年前後で自由准会員の定義が変化したこ

とに留意したい．最後に，助会員からは終身書記と終身出

納役の見習いに任命された者がいた． 
以上のような分野非所属の会員の他に，科学アカデミー

では 2 つの「領域」と 6 つの「分野」に会員が配分された．

科学アカデミーは，1699 年以降，自然学(physique)領域とし

て解剖学(anatomie)，植物学(botanique)，化学(chimie)，数理

学 (mathématique)領域として天文学 (astronomie)，幾何学

(géométrie)，機械学(mécanique)の 2 領域 6 分野を設定した．

その後，分野とは別だが，1730 年に地理学者の枠を 1 名分

用意した．1785 年には改革が実施され，自然学領域は解剖

学，植物学と農学(botanique et agriculture)，化学と冶金学

(chimie et métallurgie)，自然誌と鉱物学(histoire naturelle et 
minéralogie)に，数理学領域は天文学，幾何学，機械学＝力

学(mécanique)，一般物理学(physique générale)に再編された

f．これらの領域と分野も出席記録の中には記載されない．

そのため，両項目は筆者が会員名簿により補足した． 
 以上に述べてきたような要素を持つ CSV ファイルを 50
年区切りで作成した．全期間にわたってまとめて分析する

ためにこれらのファイルを結合した後は，データが大きく

Excel で処理できなかったが，SQLite 形式[14]に変換したこ

とにより問題なく処理できるようになったg． 
これらの作業により，本稿では現在の所，以下の 2 種類

のデータを用意するに至っている． 
・Excel で翻刻し，会員名簿の情報を追記した CSV 形式

の全期間の出席者データ（データ A） 
・これを SQLite で整理したデータベース（データ B） 
以降の分析では，ツールに応じて両者を使い分けた． 

3. データの可視化と分析 

3.1  可視化モデルの選定 
 データベースを作成した後，本稿の課題を解決するため

にどのような可視化モデルが適切か検討した．本稿の課題

である科学アカデミーの議論の場に積極的に出席した会員

の属性を把握し，会員制度の解明に繋げるためには，会員

の所属状況，職階別ないし分野別に参加頻度を分析するこ

とが妥当であると考えられる．そこで，まずはデータ全体

を俯瞰的に把握するために，Python の Matplotlib ライブラ

リ[16]を用いて基本統計量を算出し，同時にヒストグラム・

散布図を作成した．その上で分野，期間でフィルタリング

し，より詳細に分析するために，Tableau を用いてインタラ

クティブな積み上げ棒グラフを作成した[17]． 
 作成したデータには公開集会やサン・ルイの集会も含ま

g なお、SQLite の操作には DB Browser for SQLite [14]を用いた． 
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れるが，これらの集会の記録は斑が大きく，俯瞰的な分析

は難しい．そのため以下に示す分析は定例会の計 6942 回

に限定したh．定例会以外については，機を改めて論じたい． 

3.1.1  Matplotlibによる所属状況・職階別分析 
 Matplotlib では，データを俯瞰的に把握することを目指し

た．そのため，まずは年間集会数，集会ごとの平均出席会

員数について調べるために，上述の（データ B）を使って，

年別，集会日別にグループ化した CSV ファイルをそれぞれ

作成した．この結果を Matplotlib に読み込ませ，年間集会

数は基本統計量を求め，集会ごとの平均出席会員数は，横

軸を出席会員数，縦軸を集会数としたヒストグラムを作成

した．最後に，所属状況や職階別に出席の分布を確認する

ために，会員氏名と年でグループ化し，散布図を出力した． 

3.1.2 Tableauによる分野別分析 
 Maplotlib に比べて，Tableau の利点はフィルタリングの

容易さにあると思われる．この点から，Tableau では分野別，

時期別の分析をより細部に分け入って調べた．Tableau は要

素の合計を自動で出力してラベリングするため，ここでは

上述の（データ A）を読み込ませた． 
3.2 所属状況・職階別に見る出席状況 

Matplotlib で算出された基本統計量によれば，定例会は，

1 年に平均 73.1 回開かれた．最少は 8 月迄で活動を停止し

た 1793 年の 55 回，最多は 1790 年の 92 回である．1790 年

と 1791 年には，9 月初旬から 11 月初旬までの夏季休暇中

も集会が開かれたため，例外的に年間集会数が多かったが，

標準偏差は 3.00 と小さく，上記の例外年を除くと安定して

73 回前後開かれたと言えよう． 
1 回の集会には，会員は平均 33.1 名，最も多かった 1780

年 8 月 30 日には 80 名が出席した．標準偏差は 6.16 で，

29–37 名程度参加したと言える．一方，会員は年に平均 41.4
回出席したが，標準偏差は 24.77 と大きかったi． 
3.2.1 定数会員 
 次に，所属状況および職階による会員の出席回数の違い

を調べるために，散布図とヒストグラムを作成した．紙幅

の都合上すべての職階について作成したグラフを扱うこと

はできないが，以下では特徴的な職階を取り上げる．図 4
は定数年金会員が１年間に出席した集会の回数を描写した

ヒストグラムである．横軸は各年金会員が１年間に参加し

た集会の回数，縦軸は人数を示すj．図からわかるように，

定数年金会員の多くは高い出席傾向を示した．数値で見る

と，平均 57.4 回で，第一四分位にあたるのは 51 回，標準

偏差は 18.73 である．出席回数の少ない会員の多くは，当

該年の半ばに昇格，あるいは引退・死去した． 

 
h 公開集会，サン・ルイの集会を含む総計は 7175 回． 
i 史料の性質上，1 回以上出席した会員のみを抽出しているため，最少出

席回数が 1 となっていることに留意したい． 

 
図 4 定数年金会員の年間出席回数の分布 

Figure 4 Distribution of the No. of Attendance by Year 

(Pensionnaires) 
 顕著な出席傾向を示した定数年金会員とは異なり，定数

准会員と定数助会員の出席回数には規則性がなかった．こ

れは，科学アカデミーの給与体系に原因があると考えられ

る．定数年金会員は，科学アカデミーでの活動に対して，

年金(pensions)と貢献に応じた賜金(gratifications)，会議出席

報酬(jeton)を受け取ったのに対し，それ以外の職階に属す

会員は科学アカデミーから給与を受け取ることができなか

ったため[11]，兼業先の仕事を優先した可能性が高い． 

 
図 5 自由准会員と外国人准会員の年間出席回数の分布 

Figure 5 Distribution of the No. of Attendance by Year 

(Associés libres & Associés étrangers) 
 特筆すべきは分野非所属准会員である．図 5 は定数自由

准会員(×)と定数外国人准会員(▲)の年間出席回数の分布

である．1716 年以前の自由准会員の内実は外国人准会員で

あったため，外国人准会員と同じ記号(▲)を用いた． 
外国人准会員は，自由准会員を称していた 1716 年まで

はわずかながら出席しているが，その後 1777 年までは一

度も出席記録に記されていない．また，出席が記録された

会員は計 8 名と少なく，彼らの集団像は見えてこない．一

方で定数自由准会員は，18 世紀半ばに出席率が下がったも

j 他の職階と違って，年金会員は時期による出席回数の変動はほとんど見

られなかった．そのため，図 5 と図 6 とは異なり，横軸を人数とした． 
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のの，会員によってはよく定例会に出席していたことが読

み取れる．とりわけパングレ(Alexandre-Guy Pingré, 1711–
1796)，ディオニ・ドゥ・セジュール(Achille-Pierre Dionis du 
Séjour, 1734–1794)，ボリ(Gabriel, chevalier de Bory, 1720–
1801)，シャベール(Joseph-Bernard, marquis de Chabert, 1724–
1805)の 4 名は年金会員に匹敵するほど高い出席傾向を示

していた．シャパンは，彼らのうち，ボリが 1788 年に自由

准会員に対する年金の支払いや，科学アカデミー内におけ

る活動的な役割の付与を目的とした新規則の制定を科学ア

カデミーに要求したことに言及している[18: 11–13]．シャ

パンはこの行動の背景や理由には言及していないが，出席

調査の結果から，自由准会員による処遇改善の要求は，一

部の自由准会員による，科学アカデミーへの積極的参加の

姿勢を背景にしていたと考えられる． 
3.2.2 定数外会員 
 続いて定数外会員の出席回数についてである．定数外会

員の出席回数も定数の自由准会員・外国人准会員と同じく

個人差が大きいが，全体として，昇格の過程にある准会員

よりは入会したばかりの助会員の方が出席頻度は高かった．

定数年金会員とは違って，定数外年金会員の参加回数には

ばらつきがあり，定数の准会員・助会員と似た分布を示し

た．給与が支給されない定数外年金会員は，待遇面で定数

准会員や定数助会員に類する状況に置かれており，定数年

金会員との間には明確な一線が引かれていたと考えられる． 
3.2.3 古参会員 
 次に古参会員であるが，すでに述べた通り，古参会員は

引退した会員を指す．しかし，古参会員にも年金会員，准

会員，助会員の区別があり，古参年金会員の一部は定数年

金会員と同じように年金を受け取ることができた．例えば

1706 年に海港での仕事に伴う長期欠席を理由に古参会員

に任ぜられたダレム (André Dalesme, 1645–1727)は，ルイ十

四世の治世が終わった後，摂政期にいたっても 600 リーヴ

ルの年金を受け取り続けた[19][20]．彼は 1717 年に 57/71 回

(80.3%)，1718 年に 59/74 回(79.7%)の定例会に出席してお

り，引退後も継続的な活動が見られた． 
ただし，科学アカデミーの会計史料は十分に残されてい

ないため，引退した会員が皆ダレムのように年金を受けた

と結論づけることはできない．他に出席回数の多かった古

参年金会員は，代々科学アカデミーの天文学分野の会員で

あったカッシーニ二世 (Jacques Cassini, Cassini II, 1677–
1756)と，1741–1743 年に終身書記を務めたメラン(Jean-
Jacques Dortous de Mairan, 1678–1771)，同じく 1743–1776 年

に終身書記を務めたフシー(Jean-Paul Grandjean de Fouchy, 
1707–1788)，そしてベルリンからパリへ居を移すと同時に

外国人准会員から古参年金会員に任命されたラグランジュ

(le comte Joseph-Louis de Lagrange, 1736–1813)であった．メ

ランは終身書記の引退後も高い出席率を保持し，1746 年に

幾何学の年金会員に再任命された[1: 360]． 

古参准会員では，ドリル(Joseph-Nicolas Delisle, 1688–
1756)とル・モニエ(Pierre Le Monnier, 1675–1757)の出席回数

が多かった．ドリルは兄とともに科学アカデミーの天文学

会員を務め，定数准会員席を保持したまま 1725 年にロシ

アのピョートル大帝に招聘されてサンクト＝ペテルブルク

帝室科学アカデミーの天文学を指揮した[21]．1741 年に古

参准会員に任命されるも，帰国した 1747 年以降，再びパリ

の科学アカデミーに積極的に出席し，1761 年に古参年金会

員となった．ドリルの例は，定数会員と同様，古参会員内

にも年金会員・准会員・助会員の階層関係があることを示

唆する．ル・モニエもまた，息子とともに科学アカデミー

の会員であった．引退後多くの定例会に出席した古参会員

の多くは，親族の所属を伴っていたということができる． 
例外的なのは，古参助会員の出席である．『語源辞典』の

編纂者であったシモン・ド・ヴァレベール(Hervé Simon de 
Valhébert, 生没年不明)は 1699 年に終身書記見習いに任命

された後，1707 年に古参助会員となり，1741 年 3 月まで同

職階のまま科学アカデミーに出席し続けた．とくに 1721 年

には 60/74 回(81.1%)，1730 年には 57/73 回(78.0%)の出席が

確認できる．この数値は，定数助会員の平均出席回数の 43.0
回と比較しても多いことがわかる．頻繁に出席しながらも

シモン・ド・ヴァレベールが古参准会員以上に昇格しなか

った理由は，彼自身の科学研究能力への評価にあると考え

られる．彼は入会時より書記見習いであり，科学研究能力

を認められて入会した他の会員とは異なった[1: 464]．この

例から，古参会員内の昇格においても，出席だけでなく研

究貢献が評価された可能性を示唆することができよう． 
3.2.4 定数名誉会員 

最後に名誉会員について言及しておきたい．名誉会員は

その性格上，定例会に参加する義務はない．ここからブレ

は，名誉会員は会員選挙のある時には集まったが，それ以

外は欠席が多かったことを指摘した [22]．定例会は名誉会

員から毎年一名選ばれた議長が主宰することになっていた

が，彼らの不在を理由に，1700 年以降，議長欠席時に代理

を務める事務局長の役職が作られた．事務局長は年金会員

が任期 1 年の持ち回りで担当した．このような背景と名誉

会員の科学的専門性の低下から，シャパンは，名誉会員の

役割は徐々に形骸化していったことを指摘した[18: 9]． 
図 6 は，定数名誉会員が年間で定例会に出席した回数の

分布を示す．年金会員とは対称的に，出席回数の少ない傾

向が顕著である．頻繁に参加した名誉会員の出席回数も，

年を経るごとに減少する傾向が見られた．複数年にわたっ

て 50 回以上出席した名誉会員は，マルブランシュ神父 (le 
P. Nicolas Malebranche, 1638–1715)，グーイ神父(le P. Thomas 
Gouye, 1650–1725) ，ポリニャック枢機卿 (Melchior de 
Polignac, 1661–1741)が挙げられ，彼らはいずれも 18 世紀前

半を生きた会員であった．このうち，グーイは数学に秀で

たイエズス会士で，科学アカデミー内で発明の検査を担当
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した他，中国に居留していたイエズス会士等，通信会員と

のやり取りを担当するなど，積極的な活動が見られた． 

 
図 6 名誉会員の年間出席回数の分布 

Figure 6 Distribution of the No. of Attendance by Year 

(Honoraires) 
これらの結果から，シャパンの述べるように，名誉会員

が徐々に専門性を失い，肩書きだけの庇護者となっていっ

たさまが読み取れるのは確かである．しかし，出席記録の

名誉会員欄には古参年金会員も記されていたことには言及

しておかねばなるまい．古参年金会員の多くは，引退後定

例会に出席した際，名誉会員の箇所に記名されていた．こ

のことから，専門性を兼ね備える名誉会員という役割は，

古参年金会員へと引き継がれていったという仮説を提示す

ることができるのではないだろうか． 
3.3 分野別に見る出席状況 

 

図 7 分野別年間出席者数の累計 (1699–1750) 

Figure 7 Total of Annual Attendance by Domain 

(1699–1750) 
 次に Tableau を使って，会員が年間で何回定例会に参加

したかを分野別に分析するため，積み上げ棒グラフを作成

した．図 7 は 1699–1750 年の例であり，横軸は年，縦軸は

回数を示す．以下に述べる分析結果は，このグラフに，さ

らに分野ごとにフィルターをかけて得られたものである．  
自然学領域について，解剖学分野の会員の出席は 1700 年

をピークにその後 10 年間落ち込んだ．政府が科学アカデ

ミーを厚遇した摂政時代[4]の 1715–1718年には増加傾向を

見せるが，その後再び減少し，ルイ 15 世が成年を迎え，摂

政制が終わった 1723 年以後は安定した出席傾向を示した．

植物学分野は全体的に安定していたが，18 世紀前半に比べ

後半に出席回数が多い傾向があった．摂政期初めの増加は

なく，1723 年には最少の 187 回となった．各分野の会員定

数は 7 名であることからも，この年の植物学会員の出席率

の低さは特徴的である．化学分野は 2 度の盛り上がりを見

せた．1745–1753 年と 1769 年以降である．18 世紀後半，化

学分野は会員の入れ替わりが激しくなり，分野の人気が高

まったことがうかがえる．この背景には，よく知られるよ

うにラヴォワジェ(Antoine-Laurent de Lavoisier, 1743–1794)
に代表される化学革命があったと考えられる[23]． 
 自然学領域の会員の出席回数が分野ごとに異なる推移を

したのに対し，数理学領域の幾何学分野と機械学分野は似

た傾向を示した．両分野はともに全体として安定的であっ

たが，やはり摂政期にあたる 1715 年から 1716 年の盛り上

がりと，1718 年から 1720 年までの対称的な落ち込みが印

象的である．一方で，天文学分野の会員の出席頻度には斑

がある．この増減の理由は明らかで，減少傾向を見せた

1712 年には年金会員のカッシーニ一世 (Jean-Dominique 
Cassini, Cassini I, 1625–1712)が死去した他，1725 年にはす

でに述べたように定数准会員のドリルがロシアに招聘され

て減少し，彼が占めていた准会員の席が空いた 1741 年に

再び増加し始めた．1761 年と 1762 年の落ち込みは助会員

2 名の出席が一度も記録されなかったことによるもので，

1785 年以降の急激な落ち込みはカッシーニ・ド・テュリー

(César-François Cassini de Thury, Cassini III, 1714–1784)の死

去によるものである．天文学分野の動向は 18 世紀を通し

てカッシーニ一族の強い影響下にあったことが読み取れる． 

4. 意義と課題 

 第 3 章で述べた知見の意義を述べる．年金会員が科学ア

カデミーの主な活動層であったことは出席の面からも再確

認された．分野非所属の会員の参加頻度は，分野所属の准

会員や助会員に相当したと言える．古参会員にも年金会員，

准会員，助会員という階層構造が残されており，古参年金

会員は名誉会員の専門性の欠如を補う役割を実質的に担っ

ていたのではないかという仮説を提示できた．このように，

これまで周縁的な扱いに留められていた分野非所属の会員

や定数外会員，古参会員について情報技術を用いて分析し

たことで，会則には明文化されなかった彼らの活動につい

て分析するための基礎を築くことができたと考える． 
 情報技術の面からは，いくつかの課題が残されている．

まず本研究において作成したデータベースは，第三者への

公開を見越した場合に改善点がある．本研究で作成したデ

ータは，未だ史料全体がテキストデータ化されておらず，

横断検索をかけることのできない科学アカデミーの議事録

の索引として利用が見込めるものであるため，web アプリ
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を作成し，データを公開するのが有効であると考える． 
次に，本稿で作成したデータと画像上の文字との紐付け

も課題として挙げたい．本稿で用いた史料のうち，議事録

は終身書記による同一筆跡で記されており，比較的手書き

文字認識（HTR）のトレーニングデータを作りやすい．本

研究でも，はじめ Transkribus[24]のような機械学習に基づ

く自動翻刻ソフトの利用を検討したが，入手した全史料が

手稿の画像データであったこと，議事録の翻刻部分は史料

全体のごく一部で，トレーニングデータを作成するには適

さなかったことから，人力での手動翻刻を行なった．しか

し，もし Transkribus 上で議事録全体を翻刻した場合，TEI
で出力すれば<zone>タグ[25]を用いた紐付けデータが得ら

れる[26]．これにより，他の研究者による検証可能性を高め

ることにも貢献し得る．さらに，このデータは IIIF への変

換が容易であることから，公開の際には IIIF を採用するこ

とで相互運用性を確保し，多くの人が自由に利用できるよ

うにすることも視野に入れたい． 

5. おわりに 

 本稿では，18 世紀のパリ王立科学アカデミーにおける集

会記録を分析した．情報学という面から見れば課題も多い

が，多量のデータを情報技術を用いて処理し，歴史研究と

しての成果を生み出すという点においては，ひとつの論文

の中で，手法と分析の議論を両立させることができたので

はないかと考える． 
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